
総
理
に
仕
え
ま
し
た
。
在
任
中
は
、

昭
和
天
皇
の
崩
御
と
改
元
、
日
米

構
造
協
議
、
湾
岸
戦
争
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
な
ど
、
日
本
の
近
現

代
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
多

く
の
出
来
事
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
数
々
の
経
歴
と
功
績

が
認
め
ら
れ
、
平
成
12
年
に
勲
一

等
旭
日
大
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
同

年
に
旧
境
町
か
ら
、
境
町
名
誉
町

民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
も
精
力
的
に
数
々
の
要

職
を
務
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振

興
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成

17
年
１
月
の
本
市
の
合
併
に
係
る

協
議
会
で
は
、
顧
問
と
し
て
数
々

の
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
石
原
さ
ん
は
、
昭
和
か
ら
平
成
、

そ
し
て
令
和
の
時
代
ま
で
、
地
方

分
権
の
推
進
と
地
方
自
治
体
の
活

性
化
に
対
し
、
絶
や
す
こ
と
な
く

情
熱
を
注
ぎ
、
常
に
新
た
な
地
方

自
治
行
政
を
創
造
し
続
け
た
、
ま

さ
に
地
方
自
治
か
ら
日
本
全
体
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
存
在
で
し
た
。

　
石
原
さ
ん
は
大
正
15
年
、
旧
境

町（
佐
波
郡
剛
志
村
）の
養
蚕
農
家

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
農
家
を
引
き
継
ぐ

と
こ
ろ
、
進
学
を
選
び
、
受
験
や

戦
時
下
の
学
徒
動
員
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
東

京
大
学
法
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
旧
地
方
自
治
庁（
現

総
務
省
）に
入
庁
す
る
と
、
自
治

省
財
政
局
長
、
事
務
次
官
な
ど
を

歴
任
し
、
地
方
自
治
の
発
展
の
た

め
、
常
に
国
民
の
立
場
に
立
っ
て

政
策
を
考
え
る
官
僚
と
し
て
奔
走

さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
62
年
に
竹
下
登
内
閣
の
官

房
副
長
官
に
就
任
す
る
と
、
以
後

約
７
年
３
カ
月
に
わ
た
り
７
人
の

　
本
市
名
誉
市
民
の
石
原
信
雄
さ
ん
が
１
月
29
日
、
96
歳
で
永
眠
さ
れ
ま

し
た
。
石
原
さ
ん
を
悼
み
、
そ
の
経
歴
と
功
績
を
振
り
返
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　秘
書
課（
☎

（27）
２
７
０
０
）

伊
勢
崎
市
名
誉
市
民

石
原
信
雄
さ
ん
を
し
の
ぶ

　伊勢崎市名誉市民である石原信雄様が１月29日に
ご逝去されました。これまでのご尽力に敬意を表す
るとともに感謝を申し上げます。
　石原様には、平成17年の伊勢崎市、赤堀町、東村、
境町の合併に際し、合併協議会の顧問として合併ま
での道程を見守っていただきました。会議では「首
長や議員は合併を成功させる決意を持っている必要
があります。相手のあら探しをせず、相手の立場で
考え、困難な問題が出てきたら首長が責任を持って
決断をしてください」と機会あるごとに発言され、
合併を成功に導き、新市誕生に大きなご功績を残さ
れました。
　私は、４月19日に東京で行われた『石原信雄お別
れの会』に参列してまいりました。開式前にご家族
とお会いし、伊勢崎市民の代表として弔意を伝える
とともに、これまで本市にいただいたご指導に対し、
感謝を申し上げることができました。会場に訪れて
いた政治や行政、経済界のそうそうたる皆様を見ま
すと、石原様が国の中枢で、いかに幅広く活動され
信頼を得られていたのかを改めて実感いたしました。
　また、令和３年１月の伊勢崎市長選挙を終えた後

のことですが、石原様の事務所を訪問いたしました。
石原様は、それまでわずかな面識しかない私に対し
ても、選挙で掲げたマニフェストや今後の市政運営
について、気さくにお話をしてくださいました。加
えて、市町村合併から17年がたってもなかなか一体
性が確保されないもどかしさを話したところ「この 
地域は、地勢的にも社会的にも恵まれた地域であり、
とにかく条件の良い合併でした。自然に一体感が醸
成されるはずですから、市民の皆様が合併して本当
に良かったと実感できるような街を焦らずにつくっ
てください」と励ましていただきました。泰然自若 
として自信に満ちたお言葉に石原様の度量の大きさ
と郷土を愛する心根を感じ、敬服いたしました。
　これからは石原様に、本市のさまざまな取り組み
を見ていただき、ご意見をいただくことはかないま
せんが、熱い思いと教えを忘れることなく、変化す
る社会を直視し、持続可能な地方都市伊勢崎の実現
を目指すことをお誓いいたします。
　伊勢崎市に生を受け、日本国を背負って生き抜か
れた石原信雄様の面影をしのびつつ、市民の皆様と
共にご冥福をお祈りいたします。

◀合併協議会の会議
で、他の自治体の事
例や国の動き、合併
に際しての首長や関
係者の心構え、まち
づくりの計画など、
大所高所から合併の
あり方について助言
をする石原信雄さん

名誉市民は、市民または本市にゆかりがあり、社会の
進展や学術文化の振興、本市の発展に卓越した功績を
残し、本市の名声を広め、市民から郷土の誇りとして
尊敬される人に対し、その功績をたたえ、市民敬愛の
対象として顕彰するために贈られる称号です。合併

（平成17年１月）前の旧伊勢崎市の名誉市民と旧境町
の名誉町民は、新市の名誉市民として継承されました。

石原信雄さんをしのんで

令和４年度下半期の財政状況を公表します
　市条例に基づき、令和４年度下半期（令和４年10月から令和５年
３月まで）の財政状況をお知らせします。
　今回公表する財政状況は、令和５年３月31日現在のものです。令
和４年度分の未収・未払い金を整理する出納整理期間（令和５年４
月・５月）の歳入・歳出は含んでいませんので、令和４年度の決算 
状況とは異なります。令和４年度決算状況は、決算が議会に認定さ
れた後、本紙で公表します。

※金額は端数調整し、１万円未満の金額は四捨
五入して表記しています
※詳しくは市ホームページで確認してください
問い合わせ　財政課（☎27－2712）

市の予算には、一般会計、特別会計、
公営企業会計があります
一般会計
　皆さんの暮らしに身近な仕事を行う
ための、市の基本的な会計です。
特別会計
　特定の事業を行う場合や、使い道が
決まっている特定の収入（保険料など）
によって運営している会計です。
公営企業会計
　市が直接運営する事業で、民間企業
に準じた経理を行っている会計です。

※収益的収入および支出＝企業の経営活動に伴い発生する収支
※資本的収入および支出＝企業の将来の経営活動に備えて行う建設・整備などに伴い発生する収支

一般会計・特別会計

会計名 予算額

歳　入 歳　出

収入済額 執行率 支出済額 執行率
うち下半期分 うち下半期分

一般会計 ８４7億９,９６８万円 7６４億８,６８８万円 ４21億1,５37万円 ９0.2％ 73８億3６3万円 ４01億９,01４万円 ８7.0％

特
別
会
計

小型自動車競走事業費 2６0億1,3６2万円 2４7億５,４９５万円 102億８,６0４万円 ９５.2％ 2４2億８,7５６万円 113億５,17４万円 ９3.４％

学校給食センター事業費 21億５,0９1万円 20億６,00５万円 11億８,５10万円 ９５.８％ 1９億7,177万円 11億3,3６3万円 ９1.7％

国民健康保険 203億９,10５万円 1９7億2,10９万円 112億８４2万円 ９６.7％ 1９0億９,４3６万円 11８億５,４20万円 ９3.６％

後期高齢者医療 2６億2,４72万円 2６億1,５2８万円 1６億４,731万円 ９９.６％ 23億7,６07万円 1５億９,６８2万円 ９0.５％

介護保険 1８0億7,031万円 17５億４,８1８万円 ８7億５,８４４万円 ９7.1％ 1５６億7６0万円 ８６億９８５万円 ８６.４％

公営企業会計

会計名 勘定区分 収入予算額 収入済額 執行率 支出予算額 支出済額 執行率
うち下半期分 うち下半期分

水道事業

収益的収入
および支出 ４3億８,６0８万円 ４４億４５万円 22億3,10９万円 100.3% ４0億４５万円 37億５,４９3万円 1６億９,7８９万円 ９3.９%

資本的収入
および支出 1４億５,7６2万円 11億５,1６3万円 11億3,123万円 7９.0% 3５億５,2８1万円 30億3,６3９万円 ４億８,23８万円 ８５.５%

公共下水道
事業

収益的収入
および支出 2４億3,1６7万円 27億1,５５2万円 11億7,９６４万円 111.7% 27億1,0９４万円 2４億８,33５万円 11億113万円 ９1.６%

資本的収入
および支出 21億５,９４４万円 1８億1,7８８万円 ９億7,307万円 ８４.2% 32億1,９7６万円 27億９,５12万円 ５億４,９20万円 ８６.８%

農業集落排
水事業

収益的収入
および支出 3億９,８20万円 ４億1,1４3万円 ９,7９1万円 103.3% ４億2８８万円 3億６,0９８万円 1億7,371万円 ８９.６%

資本的収入
および支出 2億1,６0８万円 2億1,４27万円 1億４,7９６万円 ９９.2% 3億2,7４1万円 3億2,４2９万円 1億５,８73万円 ９９.0%

特定地域生
活排水処理
事業

収益的収入
および支出 1,４13万円 1,3６８万円 3５3万円 ９６.８% 1,４８６万円 1,2５８万円 ４８0万円 ８４.7%

資本的収入
および支出 1,５3８万円 ６33万円 ４17万円 ４1.2% 1,８22万円 ９６2万円 ４５４万円 ５2.８%

病院事業

収益的収入
および支出 1８６億５,2９7万円 1８0億４,320万円 ９９億５,31６万円 ９６.7% 1８3億2４0万円 173億４９7万円 100億3,５1５万円 ９４.６%

資本的収入
および支出 ８億６,９07万円 ８億1,９0６万円 ４億９,23４万円 ９４.2% 1６億９６６万円 1５億3,８7５万円 7億1,８21万円 ９５.６%

伊勢崎市長

▲市ホームペ
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